
戦後 75 年戦後 75 年
戦争の記憶を後世に戦争の記憶を後世に

　昭和 20 年に終戦を迎えてから今年で 75 年。戦争を風化さ
せず、平和の大切さを後世に伝えていくためにも、私たちが
戦争について改めて考えることが大切です。
　市内で戦争の記憶を伝えてきた、２人に話を聞きました。
　　　　　　　　　問市ふるさとＰＲ課　℡ 0994-31-1121
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。
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※積荷を降ろしているのは日本人

鹿屋平和学習ガイド
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台
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。

▲桜花の碑

●所在地
　西原３丁目 11-2
●休館日
　12月29日～ 1月３日
●入館料　無料

鹿屋平和学習ガイドを募集します

鹿屋航空基地史料館
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っ
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す
。
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後
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迎
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す
。
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史
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史
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史
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お
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ま
す
。
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々
の

史
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を
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ん
で
ほ
し
い

鹿屋航空基地史料館で平和について学んでみませんか
鹿屋航空基地史料館には、第二次世界大戦時に鹿屋
から飛び立った特攻隊員の遺品や復元された零式艦上
戦闘機、現存する世界唯一の二式大型飛行艇など、海
軍航空発祥から現在の海上自衛隊鹿屋航空基地に至る
までの貴重な品々が展示されています。
※ 当面の間、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を
講じています。

　　　　　　問鹿屋航空基地史料館　℡ 0994-42-0233

一緒に鹿屋で起きた戦争の史実
を伝えていきませんか？
気軽にご連絡ください！

▲鹿屋航空基地
　史料館ホーム
　ページ 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、予定が変更となる場合があります。

▲出撃直前の様子
（鹿屋航空基地史料館提供）

　戦争を体験された方のお話を聞く機会が少なくなってきて
いる中で、平和を考える機会を創出するため、鹿屋の戦争の
歴史を皆さんに伝える活動を一緒にしませんか。
●活動内容
○ 学校や旅行ツアー等の団体又は個人旅行者に対し、市内の
戦争遺跡等平和に関するガイドを行います。
○月１回、ガイド同士で情報交換を行います。
　　　　　　　　問市ふるさとＰＲ課　℡ 0994-31-1121

貴重な資料を展示します
　市では、戦後 75年の節目に、平和に関する企画展「鹿屋
の記憶～ 75年前の真実を未来につなぐ～」を今年度中に開
催する予定です。米国国立公文書館から新たに収集した写真
をはじめ、これまで収集した写真や体験記録等を展示します。
※ 企画展の詳細は決まり次第、広報誌や市ホームページ等で
お知らせします。
※ ８月５日（水）～ 19日（水）は市役所１階市民ホールで
戦時中の写真等を一部展示します。
　　　　　　　　　問市ふるさとＰＲ課　℡ 0994-31-1121

米軍の攻撃で被害を受ける鹿屋基地

日本軍の特攻機が米軍戦艦に突撃する直前

真珠湾に沈む米軍戦艦 米軍の攻撃を受ける日本の戦艦

鹿屋平和学習ガイド・調査員連絡会養成講座
●日程　10月～令和３年１月にかけて全５回程度
●定員　20名
●参加費　無料
●応募　９月 15日（火）までに連絡
●内容
○鹿屋の特徴、戦跡等についての座学研修
○実地研修（市内戦跡、鹿屋航空基地史料館）
○話し方・マナー研修　※認定試験があります。

（米国国立公文書館所蔵）（米国国立公文書館所蔵）

（写真は米国国立公文書館所蔵）
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